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ポータブル CD プレ—ヤ— 


本機で再をでをるディスク 

•音楽 CD に D-DA フォーマット） 

• MP 3 CD (ソフトウエアを使って MP 3 フオー 
マツトの音声データを記録した CD - R / CD-RW 
ディスク*) 

* ISO 9660 Level 1/2形式と Joliet 拡張形式で 
フオーマツト済みのディスク。 


取扱説明書 

お買い上げいただきありびとラございまず。 

A ' 碑化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守らないと、 
言口 I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い 
ちを示しています。 この取扱説明書と別冊の r ま全のために」をよくお読 

みの 5 え、 製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつ 
でも見5れるところに必ずな管してください。 



対応しているビットレートとサンプ U ング周波 
数は切下のとおりです。 

可変ビットレート ( VBR ) にも対応しています。 



ビツトレート 

サンプリング周波数 

MPEG -1 Layers 

32 kbps - 
320 kbps 

32/44.1/48 kHz 

MPEG -2 Layers 

8 kbps - 
160 kbps 

16/22.05/24 kHz 

MPEG -2.5 Layers 8 kbps - 
160 kbps 

8/11.025/12 kHz 


MP 3 CD にごいて 

使用でさるグループ数とファイル数 

•最大グループ数: 256 
•最大ファイル数:512 

再生の順番 

MP 3 CD では、書を込みの方法によって再生の 
順番び異なる場合びあります。下記 MP 3 CD の 
例では、©から®の順にファイルび再生されま 
す。 



•ディスクや記録に使用したレコーダーの状態に 
よっては、再生び始まるまでに時間びかかった 
り、再生されない場合ちあります。 

• MP 3 ファイルのディスクでは、 MP 3 U (がの 
フオーマツトのファイルや不要なフオルダを書 
き込まないでください。 

• MP 3 ファイルには、「 mp 3」の拡張デを付けて 
ください。ただし、 MP 3 UI 列のファイルに 
「 mp 3」の拡張テを付けると、そのファイルは 
正し <認識されません。 

• MP 3 ファイルに圧縮するとを、圧縮ソフトの 
設定は r 44 . 1 kHz 」、 「じ 8 kbps 」 の個赴を推 
奨します。 

•最大容量まで記録する場合は、書き込みソフト 
で r 追記禁止」の設定をしてください。 


電源 

巧電池(別売り)で使ラ 

1 OPEN つまみをスライドさせ、本体のふたを 
開け、中の電池ぶたを開ける。 

2 単3お ( LR 6) アルカリ乾電池2本を©の表示 
に合わせて入れ、電池ぶたと本体のふたを「力 
チッ」と音がずるまで閉める。どちらの電池 
も©側を巧に入れる。 


電池の持続時間* 


G-PROTECnON の設定 

G-on 

G-off 

音楽 CD 

約1目時間 

約11時間 

MP 3 CD (128 kbps で記録さ 

約23時間 

約23時間 

れた CD の場合） 




* 電子情報技術産業協会 CIEITA ) の測定ちまに基づい 
ています。 

本体を水平に置いて振動のない状態で再をした場 
合の目安です。再を時間は使用状態によって異な 
0ます。 

• 4^の中の部分は残量のめやすを表わしてい 
ます。1つび4分の1を示しているわけではあり 
ません。 

•消耗した乾電池の場合は、110 bS とと」 と 
表のします。 

AC パワーアダプターで使5 

本機の DC IN 4.5 V ( w ^) 端子に差し込んだあと 
(©)、壁のコンセントへ差し込んでください 
(包)。 


CD を聞< 

1 OPEN つまみをスライドさせ、ふたを開け、 
中むの黒い部分に CD を合わせて入れ、ふた 
を閉める。 

2 ボタンを押ず。 

1曲目から再生するには、停止中に、再生び 
始まるまで ► II ボタンを巧したままにする。 

前後のグループを移動する>には、はじめに 
GROUP ボタンを巧し、己+または己-ボタ 
ンを巧す。 （ U モコンの場合、亡1+または己 
-ボタンを巧す。） 

* MP 3 CD のみ 

•本機は、才ーディオ CD や MP 3 フォーマット、 CD - 
DA フォーマッドで記録された CD-R (レコーダブ 
ル）と CD - RW(U ライタブル)ディスクを再生する 
ことびでさます。 

バソコンで CD を作成する場合は、ファイナライズ 
(通常の CD フレーヤーで再をできるよラにする姐 
理)をしてください。ファイナライズ作業について 
は、 CD を作成ずるソフトウェアの取扱説明書をご 
覧< ださい。 

ただし、ディスクや記録に使用したレコーダーの 
状態によっては再生でをない場合びあ0ます。 

• ATRAC 3 や WK /1 A など、 CD-D 冉と MP 3 政外のフォー 
マットは再生でさません。 

•本製品は、コンパクトディスクに D ) 規格に準拠し 
た音楽ディスクの再生を前提として、設計されて 
います。いくつかのレコード会社より著作権保護 
を目のとした技術び搭載された音楽ディスクび販 
売されていますび、これ5の中には CD 規格に準拠 
していないちのちあり、本製品で再生でさない場 
合びあります。 

.本機は、 CD によって、再生できるファイルと再を 
できないファイルび含まれた合計数を表おする場 
合びあります。ただし、再生でさないファイルは 
スキップするため、再生できるファイルのみ自動 
的に再生します。 

*〔 D - DA は、 Compact Disc Digital Audio の略で、 
一般オーディオ CD に使用されている、音楽収録 
用の規格です。 

誤操作を防止ずる(ホールド） 

誤ってボタンび押されて動作するのを防ぐため 

に、すべてのボタン操作を無効にすることびで 

をます(ホールド)。 

ホールド状態にずるには 

本体裏面、または U モコンの HOLD スイッチを、 

矢印の方向にスライドします。 


本体 




ホールド状態を解除ずるには 

本体で操作する場合は、本体の HOLD スイッチ 
をちとの位置に戻し、リモコンで操作する場合 
は、 U モコンの H 日 LD スイッチをもとの位圍こ 
戻します。 


DIGITAL MEGA BASS (ほ域強調） 
機能 

再生中に ‘ SOUND — AVLS ボタンを繰り返し巧 
して、 rSNDI 」 または rSND 2」 を選びます。 

音びひずむときは、音量を下げてください。 

AVLS * (快適音量)機能 

* Automat に Volume Limiter System 

• SOUND — AVLS ボタンを押したままにします。 
「 AVLS 」 表示び3回点滅したら、 AVLS 機能び働い 
ています。 

] 回しか点滅しなかったら、 AVLS 機能は働いて 
いません。その場合は、 「 AVLS 」 表示び3回点滅 
するまで - SOUND — AVLS ボタンを押し続けて 
<ださい。 

AMS */ サーチ 機能 

^Automatic Music Sensor 

曲の頭出しをするには、 w / w ボタンを1度、 
または繰り返し押します。 

早戻しや早送りを する には、 W/W ボタンを 
す甲したままにします。 

再をモード機能 

再生中に、 • P MODE — ボタンを押す。 

押すたびに、切下のよラに、再生モードの表示 
び蜜わります。 

通常再生(表おなし）^-1 

丄 

グループ再生 (己 表示)>1 

丄 

1曲再生（「1」表示） 

丄 

シャッフル再生(に HUF 」 表示） 

i 

シャッフルグループ再生 （r 己 SHUF 」 表示)が 

i 

ブックマーク再生 ( r /」 表示）- 1 

選んだ再生モードで繰り返し再生する場合、与 
び表おされるまで ‘P MODE —C5 ： ボタンを押し 
たままにします。 

選んだグループに含まれる全曲または全グループ 
を1回再生します。 MP 3〔 D のみ。 

か 選んだグループに含まれる全曲を順不同に1回再 
生します。 MP 3 CD のみ。 

G - PR 0 TECTI 0 N ( 音淸び防止)機能 

ジョギングのよラに動をなびら CD を聞くとを 
に、音飛びするのを防ぎます*。 

初期設定は 「 G - on 」 です。に-日げ」を選ぶには、 
停止中にボタンを押しなびら、 Ml ボタンを 
押します。 CD 本来の高音質で再生するには、 

に-〇げ」に設定してください。 

「 G - on 」 設定時は、音飛び防止のため、 CD のデー 
夕を先に読み込みます。その場合、再生中に CD 
の回転び止まることびありますび、再生には影 
響ありません。 

* 次のよラな場合、音び飛ぶことびあ0ます。 

強い衝撃び連続的に与え5れた場合、傷やちれの 
ある CD を聞いてし'!るとき、 CD - R / CD - RW では、 
ディスクの質びよくなかったり、記録に使用した 
レコーダーの状態やソフトに問題びある場合。 

ブックマーク再を 

好きな曲にブックマーク（しおり）を付けておく 
と、プックマークを付けた曲だけび曲蚕のルさ 
いほラから順番に再生されます。 

1ブックマークを付けたい巧の再生中に、 

(ブックマーク) J がゆっくり点滅ずるまで 
► I ■ボタンを押したままにする。 

2ステップ1を繰り返して、好みの巧にブック 
マークを付ける。 

3 IVJ が点滅するまで ‘ PMODE - q ^ ボタン 
を繰り返し巧す。 

4 ボタンを押ず。 

プックマークを 消ずに は 

ブックマークを付けた曲の再生中に、 r /」 び消 
えるまで ► H ボタンを押したままにします。 

CD を入れ曽えて再生を開始すると、前の CD で 
記憶されていたブックマークは、すべて消去さ 
れます。 






ほ用上のご注意 


故障かな？と思った6 


まな仕様 


電源にごいて 

•本機を長期間使用しないとをは、すべての電源をはずしておいてください。 
.本機には、本体での充電機能はありません。 


AC パワーアダプターについて 

•必ず付属の AC パワーアダプターをご使巧ください。他の AC パワーアダプターを使巧すると、故障の原 
因となることびあ0ます。 


極性統一型プラグ 
(JEITA 規格） 



• AC パワーアダプターは容易に手びとどくよラな電源コンセントに接続し、異常び生じた場合は速やかに 
コンセントから损いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないでください。 

• 乂ぶや感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプターを水のかかる場所や湿気のある場所では使巧し 
ないでください。また、 AC パワーアダプターの上に花瓶などの水の入ったものを置かないでください。 


サービス窓□にご柜談になる前にちラー度チェックしてみてください。それでを具合び悪いとさはソニー 
の柜談窓□またはお買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談ください。 

ボタンを押ずと rHoldJ が表示をれ、再をが始ま6ない。 

* HOLD 状態になっている。 HOLD スイッチを矢印と反対の方向にスライドさ吐 HOLD 状態を解除して 
ください。 

同じ曲が繰り返し再ををれる、曲順が正し<再ををれない。 

4再生モードを確認する。詳しくは、「再生モード機能」をご覧ください。 

再を中に、 CD が止まることがある。 

•» G - PROTECTI 日 N 馆飛び防止)機能による動作です。故障ではありません。 CD のデータを先に読み込み、 
音飛びび起こりにくくしています。 

VOL + ボタンを繰り返し巧してを音量が上が6ない。 

「 AVLS 」 表おび1回点滅するまで ’ SOUND - AVLS ボタンを巧し統ブ、 AVLS 機能を解除する。 


本機の取0巧いについて 

•ディスクテーブルのレンズには指を触れないで<ださい。また、ホコ U びつかないよラに、ディスクの出 
し入れじ(がはふたを必ず閉じておいて < ださい。 

•落としたり重いものを栗せたりしないでください。本機に強いショックを与えたり、圧力をかけたりしな 
いで < ださい。 

CD に傷びついたり、本機の故障の原因となることびあります。 

• 次のよラな場所に置かないでください。 

-直射日光びあたる場所や暖房器具の近くなど湿度び非萬に高いところ。 

-ダッシュボードや炎天下で窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 

-磁石やスピーカー、テレビのすぐそばなど磁気を帯びたところ。 

-ホコ U の多いところ。 

-ぐらついた台の上や傾いたところ。 

-振動のをいところ。 

-風呂場など、湿気のをいところ。 

•ラジオやテレビの音に雑音び入るとさは、本機の電源を切って、ラジオやテレビから離してください。 
•へッドホン使巧中、肌に合わないと感じたときは早めに使巧をやめて、医師またはソニーの相談窓□に相 
談してください。 

•本機では円形ディスクのみお使いいただけます。円形切がの特殊な形状(星型、八ート型、カード型など） 
をしたディスクを使用すると、本機の故障の原因となることびあります。 


再をが始ま5ない。 

CD び巧れているときは、 CD をク U —ニングする。 CD に大きな傷びあるとをは、 CD を交換する。 

4 CD び裏返しになっている。夕きのある面を上にする。 

々結露(本機を寒い屋外から暖かい室内に持ち込んだ直禮などに巧部に水滴び付着）している。 CD を取り出 
して、そのまま数時間置く。 

4ファイナライズ処理(通常の CD プレーヤーで再生できるようにする処理)をされていない CD-R/CD-RW 
ディスクは再生でさません。 

•»CD-R/CD-RW では、ディスクや記録に使用したレコーダーの状態によって再生でをない場合びありま 
す。 

CD-R/CD-RW に何も録音されていない。 

* 乾電池び消耗していたら、すべて新しいちのと交換する。 

消耗した乾電池の場合は、 rL 〇と,合'とと」 と表おします。 

ファイル番号が表示をれるが、ファイルがスキップをれ、再をされない。 

本機で再生可能なフォーマット切がのファイルを再生している。 

110とぃ3とと J が表示される。 

4電池び消耗しています。すべて新しい電池に交換してください。 


型式 

コンパクトディスクデジタルオーディオシステム 

復号化 ( D / A ) 

1 bit クォーツ時間軸制御 

出力端子(電源電圧 4.5 V 時） 

へッドホン出力(ステレオミニジャック） 

最大 出カ レベル5 mW 十5 mW 
( JETIA /16 Q ) 

推奨負荷インピーダンス16 0 
電源 

•単3お ( LR 目)アルカリ乾電池2本(別売り）： 

DC 1.5 VX 2 

• 列部電源ジャック:定格 DC 4.5 V 
AC ； くワーアダプターを接続して AC 100 V 電源から使用可能 

本体寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） 

約140.0 mm X 32.7 mm x 140.0 mm 
突起部含まず、奥行をは傾斜部含まず 

最大外お寸法(幅 X 高さ X 奥行さ） ( JEITA *) 

約140.0 mm X 33.4 mm x 140.0 mm 

質量 

本体：約 210 q 

約256 g 席電池を含む） CIEITA *) 

動作温度 

5で〜35む 

* 電子情報技術産業協尝 UEITA ) の測定ちまに基づいています。 

本機の仕様および列観は、改良のため予告な<変更することびありますび、ご了承<ださい。 

CE マークは、それび法的に強制されている国 一 主として EEA (欧州経済地域)に加盟している国一でのみ有 
効です。 

製造年は本体のふたの巧側に表示されています。 

本機は FraunhofeNIS および Thomson の MPEG Layer -3 才ーデイオコーデイング技術とその特許に基づく 
許諾製品です。 


DualDisc についてのご注意 

• DualDisc とは DVD 規格に準拠した面と、音楽専巧面とを組み合わせた両面ディスクです。なお、この音 
楽専用面はコンパクトディスクに D ) 規格には準拠していないため、本製品での再生はな証いたしませ 


お手入れ 

キャビネットの巧れは 

柔らかい巧で乾ぶをします。汚れびひどいときは、ラすい中性洗剤溶液をしめらせた巧でふいてください。 
シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げをいためますので使わないで<ださい。 

プラグの巧れは 

プラグび汚れて<ると、音び出なかったり、雑音び聞こえたりします。柔らかい巧で定期的に乾ぶをして 
<ださい。 


保証書と アフターサービス 

保註書 

• この製品にはな記書び添付されていますので、お買い上げの隙お受け取りください。 

•所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 

•イ呆証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合が悪いときはサービスへ 

ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、添付の「ソニーごネ目談窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービ 
ス窓□にご相談ください。 

保話期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社では、ポータブル CD プレーヤーの補修巧性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)を、製造 
打ち切り後8年間な有しています。 


付属品 

U モつン （1) 

へッドホン （1) 

AC パワーアダプター （1) 

取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相詰 I 普□のご案内 （1) 

お PS いをわせ巧について 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われると去のご相談については、下記までお知らせ 
<ださい。 

•本機の商品カテコ‘ U - はけーデイオ]—[ウォークマン]です。 

• お問い合わせの隙は、：欠のことをお知らせください。 

-型名 

-ご相談内容:でさるだけ詳しく 
-お買い上げ年月日 


票迂ミ？遵離劳 ミ 音付時間な どは http://www.sony.co.jp/support 


1巧い方巧設巧口 



フリーダイヤル . 01 20-333-020 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話-’ 04目白- 31-251 1 


左記番号へ接続を' 

最巧のガイダンスび 
流れている間に 

修巧相談巧口 

♦ 

r3 0 2j+r#j 

を巧してください。 

直接、担当を□へ 
おごなざしまず。 

フリーダイヤル . 0120 -222-330 

携帯電話 - PHS - -部畑 P 電話'. 0466-31 -吕曰31 

※あ巧説巧皇'リモコン等の磨入巧談はこちらへお問い合亿せくだごい。 

マ 

FAX (共近） 01 20-333-389 



ソこ一株式会社〒1 08-0075 まを都港区港南1 -7- 1 






